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1.動作環境・制限事項

　本ソフトは、１台のパソコン上で動作するスタンドアローン型です。
以下に示す環境・制限事項の範囲で使用できます。

(1)ハードウェア・ＯＳ

　対応OS Windows XP SP3 Professional Edition（32bit）

Windows XP SP3 Home Edition（32bit）

Windows Vista SP2 Business Edition（32bit）

Windows Vista SP2 Ultimate Edition（32bit）

Windows 7 SP1 Professional Edition（32bit）

Windows 7 SP1 Ultimate Edition（32bit）

※Microsoft のサポートが終了したOSは対象外となります。

　CPU Intel Celeron 2.0GHz と同等以上の性能を有すること。

　メモリ 各OSが推奨するメモリ容量以上を有すること。

　ディスプレイ 解像度 1024×768 以上の解像度のディスプレイ

(2)インストール方法

　インストーラ（setup.exe）を使用してのインストール。
　インストールの際には、管理者権限が必要となります。

　　管理者権限でのログインに当たっては団体内のシステム管理者に相談して下さい。

(3)アプリケーションインストール先フォルダ

　任意のフォルダ（デフォルトは、C:\Program Files\Kokyosuikei\Kokyosuikei2014\）

(4)本ソフトに登録可能なデータ量

　使用するパソコンのメモリ容量、ハードディスク空き容量、登録データの内容等により異なりますが、
管理種別10種類 × 調査年度10年間 程度以上

　のデータ登録が可能です。

.NetFramework 4 が動作すること。
事前にインストールされていない場合は、本アプリケーションインストール時に
インストールされますが、その際にインターネット接続環境が必要となります。

帳票出力機能を利用する場合は、MicrosoftExcel2007 又は 2010が動作するこ
と。
インストールされていない場合は、別途インストールが必要です。
帳票出力機能を利用しない場合は必要ありません。

　その他
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2.インストール方法

①setup.exe をダブルクリックします。
②セットアップウィザードが起動しますので、［次へ］をクリックします。

③インストールフォルダ等を指定して［次へ］をクリックします。
④インストールの確認画面を表示しますので、［次へ］をクリックします。

⑤ソフトのインストールが完了すると完了画面を表示しますので、［閉じる］をクリックします。
　デスクトップに「公共施設等更新費用試算ソフトVer2.10」アイコンが生成されます。
　※「公共施設等更新費用試算ソフトVer2.10」をダブルクリックすると、本ソフトが起動します。

［デスクトップに生成されるアイコン］

用途に応じて選択 
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3.システム概要

3-1.管理種別、調査年度、推計条件について

　「公共施設等更新費用試算ソフト」では、推計の利用目的などに合わせて、管理種別、調査年度を
切り替えて使用することができます。

(1)管理種別とは

　会計報告や議会説明など利用目的の違いにより推計施設などが異なる場合に、
管理種別（最大２０種別）を別にすることにより、利用目的別にデータの管理を行うことができます。

(2)調査年度とは

　調査年度を切り替えることにより、新年度のデータ入力・推計を行うことができます。
また、入力済みの過去年度に切替えることにより、過去の調査年度時点での推計表示ができます。

※未来分については、パソコンのシステム日付の翌年度までが選択可能となります。
※まだデータ入力を行っていない「管理種別」と「調査年度」の組み合わせを選択した場合、
　既入力のデータを複製するための「データの複製」画面を表示します。

①複製元の「管理種別」「調査年度」を選択して、「入力データを複製する」をクリックすると
　入力データを複製します。

②「データを複製しない」をクリックすると、入力データの複製は行いません。
　次のような場合に利用します。
　・新規に入力する場合
　・Excel版からデータ移行する場合（「8-2.Excel版からデータ移行する」参照）
　・他のパソコンで入力したデータを取込む場合（「8-3.他のパソコンで入力したデータを
　　取込む」参照）

③「キャンセル」をクリックすると、切り替える前（データの複製画面を表示する前）の
　「管理種別」「調査年度」の組み合わせに戻ります。

② 

① 

③ 
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(3)推計条件とは

　公共施設やインフラ整備の推計を行う際に、更新年数や更新単価の条件を変更して、将来予測の
シミュレーションを行うことができます。
　また、インフラ毎の整備の推計にあたっては、インフラレベル（入力精度、出力精度）を変更する
ことによって、推計の精度を向上させることができます。
　インフラ資産全体の推計グラフでは、各々インフラ毎に設定しているインフラレベルでの推計値
の積み上げのグラフとなります。

3-2.データ管理の単位について

　管理するデータは、データの種類により、管理種別や調査年度によって共有している場合もあります。
データ管理の単位を表３－２－１に示します。

表３－２－１　データ管理の単位
管理種別＋調査年度

別に管理
調査年度別に管理 システム全体で共通

財政 ○
公共施設 ○
道路 ○
橋りょう ○
上水道 ○
下水道 ○
軸目盛設定 ○
系列色（グラフ色）設定 ○
ラベル設定 ○
所管課 ○
所管課以外 ○

推計条件設定 更新年数、更新単価 ○

3-3.百分率の扱いについて

　円グラフにおいて、各要素の百分率（％）の値は、四捨五入によって最小表示桁数に丸めています。
四捨五入の結果０％になる場合もありますが、真の０％と区別するために表示可能な最小値として
表示します。（例：小数点以下１桁まで表示する場合は、0.1％）
　また、各要素の合計が100％とならない場合には、合計値が100％となるように、最大要素の値を
調整して表示します。

3-4.データ移行、バックアップについて

　データ移行やバックアップについて、次の機能をサポートしています。
詳細は、「8.データの取り扱い・設定の操作方法」で説明します。
(1)Excel版「公共施設及びインフラ資産の更新費用の簡便な推計に関する調査表」からのデータ移行
(2)他のパソコンで入力したデータの取込み
(3)バックアップ・復元

データの種類

入力データ

グラフ表示

基本設定
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3-5.公共施設の大分類、中分類について

　公共施設の入力情報として、大分類、中分類が必要となります。
大分類、中分類と会計名の対応関係および該当する施設名称例を表３－５－１に示します。

表３－５－１　大分類、中分類と会計名の対応関係および該当する施設名称例
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4.画面展開

本ソフトの主な画面展開を示します。

（本ソフトの起動）

メニュー画面

データ入力 データ入力画面
※ データ入力画面間は、タブ（財政、公共

施設、･･･）やボタンで切替える

グラフ表示 グラフ表示画面
※ グラフ表示画面間は、タブ（財政、公共

施設、･･･）やボタンで切替える

グラフ画像
ファイル作成

グラフ画像ファイル
作成画面

データの
取り扱い・設定

データの取り扱い・設定画面

基本設定・
推計条件設定

基本設定・推計条件設定画面

※設定画面間は、タブ（基本、公共
　施設、道路、･･･）で切替える

Excel版からの
データ移行

Excel版からの
データ移行画面

データ受渡ファイル
からの取込

データ受渡ファイル
からの取込画面

バックアップ・
リストア

バックアップ・
リストア画面

画面印刷
登録データ確認用

CSV作成
登録データ確認用

CSV作成画面

終了
データ受渡ファイル

の作成
データ受渡ファイル

の作成画面

地域総合整備財団提供用
ファイル作成

地域総合整備財団提供用ファイル
の作成画面

（表示している画面をプリンタに出力）

終了メッセージ
※

（本ソフトの終了）

　　　　　　　（関連するデータ入力画面とグラフ表示画面間のみ）

　　　　　　　　　　（関連するグラフ
　　　　　　　　　　　表示画面と推計
　　　　　　　　　　　条件設定画面間
　　　　　　　　　　　のみ）

データベースを最適化してから終了するモードを選択できます。
最適化により処理速度が向上する場合があります。
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5.データ入力

(1)メニュー画面で、「データ入力」をクリックします。

(2)データ入力画面が表示されます。

① 
② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 
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①更新
入力した新しいデータ内容を既存のデータに上書きします。
「更新」することで新しい情報をグラフに反映することができます。

②取消
編集データを取消し、最後に「更新」を行ったデータに戻すことができます。
「取消」を行ったデータを復元することはできません。

③グラフを表示
入力データに関連するグラフ表示に切り替わります。
※対応するグラフ画面が存在しない入力画面には、「グラフを表示」ボタンがありません。

④タブ切替
画面上部の「タブ」項目をクリックすることで、
他のカテゴリのデータ入力画面へと切り替わります。

⑤ボタン切替
画面上部の「ボタン」項目をクリックすることで、
他の項目のデータ入力画面へと切り替わります。

［入力画面一覧］
タブ名称
財政 歳入決算額の推移 歳入決算額の推移（普通会計決算）

歳出決算額の推移 歳出決算額の推移（普通会計決算）
投資的経費の内訳 投資的経費の内訳（普通会計決算）
出典根拠メモ 出典根拠メモ

公共施設 公共施設一覧

公共施設に係る投資的経費の内訳（普通会計） 公共施設に係る投資的経費の内訳（普通会計）
病院施設に係る投資的経費の内訳（病院会計） 病院施設に係る投資的経費の内訳（病院会計）
出典根拠メモ 出典根拠メモ

道路 総量 総量（実延長と道路面積）
分類別 分類別（実延長と道路面積）
投資的経費の内訳 投資的経費の内訳
道路改良率 道路改良率
出典根拠メモ 出典根拠メモ

橋りょう 総量 総量（実延長と橋りょう面積）
長さ別　年度別　橋りょう数 長さ別　年度別　橋りょう数
構造別　年度別　橋りょう面積 構造別　年度別　橋りょう面積
投資的経費の内訳 投資的経費の内訳
長寿命化計画 長寿命化計画
橋りょう改良率 橋りょう改良率
出典根拠メモ 出典根拠メモ

上水道 管径別　延長 管径別　延長
管径別　年度別　延長 管径別　年度別　延長
投資的経費の内訳 投資的経費の内訳
耐震管 耐震管（採用年度と整備率）
普及率 普及率
出典根拠メモ 出典根拠メモ

下水道 総延長 総延長
管種別　延長 管種別　延長
管種別　年度別　延長 管種別　年度別　延長
管径別　延長 管径別　延長
管径別　年度別　延長 管径別　年度別　延長
投資的経費の内訳 投資的経費の内訳
普及率と接続率 普及率と接続率
出典根拠メモ 出典根拠メモ

人口動向 人口及び世帯数の推移 人口及び世帯数の推移
将来人口動向：５階級別人口の20年推移 将来人口動向：５階級別人口の20年推移
出典根拠メモ 出典根拠メモ

ボタン名称 入力画面

公共施設一覧
※グラフ対象外欄に"1"を入力した行は、
　グラフ出力の対処外となります。
※グラフ対象外欄に"2"を入力した行は、
　「将来の更新費用の推計グラフ」で建替え
　までの大規模改修費用のみ除外します。
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⑥インフラレベル（入力精度）の切替ができます。
カテゴリ毎にインフラレベル（入力精度）が異なります。

［財政］インフラレベルなし

［公共施設］インフラレベルなし

［道路］インフラレベルあり
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［橋りょう］インフラレベルあり

［上水道］インフラレベルあり

［下水道］インフラレベルあり
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［人口動向］インフラレベルなし
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6.グラフ表示

(1)メニュー画面で、「グラフ表示」をクリックします。

(2)グラフ表示画面が表示されます。

①データを入力
グラフ表示の基となるデータ入力画面に切り替わります。

②推計条件設定
グラフ表示の基となる推計条件設定画面に切り替わります。

① ② 

③ 

④ ⑤ 
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③タブ切替
画面上部の「タブ」項目をクリックすることで他のカテゴリのグラフ表示画面
へと切り替わります。

④ボタン切替
画面上部の「ボタン」項目をクリックすることで他の項目のグラフ表示画面
へと切り替わります。

［グラフ画面一覧］
タブ名称
財政 歳入決算額の推移　（普通会計決算） 歳入決算額の推移（普通会計決算）

歳出決算額の推移　（普通会計決算） 歳出決算額の推移（普通会計決算）
歳出決算額の性質別内訳 投資的経費の内訳（普通会計決算）
投資的経費の推移及び内訳（普通会計決算） 投資的経費の推移及び内訳（普通会計決算）

公共施設 土地面積の内訳 土地面積の内訳（公共施設）
建物面積の内訳 建物面積の内訳（公共施設）
年度別整備延床面積

耐震化の状況 耐震化の状況（公共施設）
将来の更新費用の推計

道路 総面積による将来の更新費用の推計 総面積による将来の更新費用の推計（道路）
分類別面積による将来の更新費用の推計

橋りょう 年度別整備数 年度別整備数（橋りょう）
構造別年度別整備面積 構造別年度別整備面積（橋りょう）
総面積による将来の更新費用の推計 総面積による将来の更新費用の推計（橋りょう）

上水道 年度別整備延長 年度別整備延長（上水道）
管径別延長による将来の更新費用の推計

下水道 年度別整備延長 年度別整備延長（下水道）
総延長による将来の更新費用の推計 総延長による将来の更新費用の推計（下水道）
管種別延長による将来の更新費用の推計 管種別延長による将来の更新費用の推計（下水道）
管種別年度別延長による将来の更新費用の推計

管径別延長による将来の更新費用の推計 管径別延長による将来の更新費用の推計（下水道）

全体更新 将来の更新費用の推計（インフラ資産） 将来の更新費用の推計（インフラ資産）

費用 将来の更新費用の推計（公共施設及びインフラ資産）

人口動向 人口及び世帯数の推移 人口及び世帯数の推移
将来人口動向 将来人口動向

※「年度別整備延床面積」および「将来の更新費用の推計」など一部のグラフについては、
　グラフの内訳データをExcel出力できます。

ボタン名称 グラフ画面

構造別面積による将来の更新費用の推計

管径別延長による将来の更新費用の推計
（上水道）

管径別年度別延長による将来の更新費用の推計
（上水道）
※内訳データ出力ができます。

年度別整備延床面積（公共施設）
※内訳データ出力ができます。

将来の更新費用の推計（公共施設）
※内訳データ出力ができます。

分類別面積による将来の更新費用の推計（道路）
※内訳データ出力ができます。

構造別面積による将来の更新費用の推計（橋りょう）
※内訳データ出力ができます。

管種別年度別延長による将来の更新費用の推計
（下水道）

管径別年度別延長による将来の更新費用の
推計

管径別年度別延長による将来の更新費用の推計
（下水道）
※内訳データ出力ができます。

将来の更新費用の推計（公共施設及びインフラ
資産）

管径別年度別延長による将来の更新費用の
推計
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⑤インフラレベル(出力精度)の切替ができます。
カテゴリ毎にインフラレベル（出力精度）が異なります。

［財政］インフラレベルなし

［公共施設］インフラレベルなし

［道路］インフラレベルあり
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［橋りょう］インフラレベルあり

［上水道］インフラレベルあり

［下水道］インフラレベルあり
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［全体更新費用］インフラレベルなし

［人口動向］インフラレベルなし
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7.グラフ画像ファイル作成

　各グラフ表示画面からグラフ画像のコピーができますが、ここでは、全てのグラフを
画像ファイル一式として出力することができます。

(1)メニュー画面で、「グラフ画像ファイル作成」をクリックします。

(2)グラフ画像ファイル作成画面が表示されます。

　出力する画像ファイルは、選択中の「管理種別」「調査年度」となります。

①「参照」ボタンをクリックして、グラフ画像の保存先フォルダを選択します。

②「作成」ボタンをクリックします。

① 

② 
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8.データの取り扱い・設定

(1)メニュー画面で、「データの取り扱い・設定」をクリックします。

(2)データの取り扱い・設定画面が表示されます。

　データの取り扱いや設定に関する操作メニューを表示します。
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8-1.システムの基本設定・推計条件設定をする

(1)データの取り扱い・設定画面で、「基本設定・推計条件設定」をクリックします。

(2)基本設定・推計条件設定画面が表示されます。

①タブ切替
画面上部の「タブ」項目をクリックすることで、
他のカテゴリのデータ入力画面へと切り替わります。

「基本」タブは、システム全体に関する設定を行います。
「公共施設」「道路」「橋りょう」「上水道」「下水道」タブは、
それぞれの推計条件の設定を行います。

③ 

② 

① 
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②更新
入力した新しいデータ内容を既存のデータに上書きします。
「更新」することで新しい情報をグラフに反映することができます。

③取消
編集データを取消し、最後に「更新」を行ったデータに戻すことができます。
「取消」を行ったデータを復元することはできません。

(3)基本設定
「基本」タブでは、次の基本設定ができます。

①自治体名
画面左上に表示する自治体名です。

②全国地方公共団体コード
全国地方公共団体コードを設定します。

③自治体面積
自治体面積を設定します。

④管理種別
画面上部の管理種別のプルダウン項目です。

⑤所管課
公共施設一覧（入力画面）の「所管課」のプルダウン項目です。

⑥調査年度の表記
画面上部の調査年度のプルダウン項目の表記を設定します。
「和暦（西暦）」「西暦（和暦）」「和暦」「西暦」の４つから選択します。

⑦グラフの表記
棒グラフの横軸（年度）の表記を設定します。
「和暦」「西暦」の２つから選択します。

⑧将来人口動向の年齢区分
高齢者の年齢区分が「95才以上まで5才区切り」「85才以上がひとくくり」のいずれかを
選択します。
将来人口動向（入力画面）の入力欄が指定に合わせた区切りになります。

⑨元号開始西暦年
西暦・和暦変換に使用します。

⑥ 

④ 

① 

⑤ 

⑦ 
⑧ 
⑨ 

② ③ 
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(4)推計条件設定
「公共施設」「道路」「橋りょう」「上水道」「下水道」タブでは、更新年数や更新単価などの
推計条件設定ができます。

［公共施設］

［道路］

［橋りょう］
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［上水道］

［下水道］
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8-2.Excel版からデータ移行する

　Excel版「公共施設及びインフラ資産の更新費用の簡便な推計に関する調査表」からの
データ移行を行います。

(1)データの取り扱い・設定画面で、「Excel版からのデータ移行」をクリックします。

(2)Excel版からのデータ移行画面が表示されます。

　データ移行先は、選択中の「管理種別」「調査年度」となります。

① 

② 
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①「参照」ボタンをクリックして、データ移行するExcel版のファイルを選択します。

②「データ移行」ボタンをクリックします。

更新単価は、管理種別に関わらず、調査年度によって共通となりますので、Excel版の
単価表を取込むと、既に同じ調査年度データが登録されている場合、Excel版の単価表で
上書きされます。
そのため、次のメッセージを表示します。
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8-3.他のパソコンで入力したデータを取込む

　インストールしたパソコン内でデータを管理していますので、他のパソコンで入力した
データは、専用フォーマットの「データ受渡ファイル」を介して、取込みます。

8-3-1.データ受渡ファイルを作成する

(1)データの取り扱い・設定画面で、「データ受渡ファイルの作成」をクリックします。

(2)データ受渡ファイルの作成画面が表示されます。

　作成する「データ受渡ファイル」は、選択中の「管理種別」「調査年度」となります。

①「参照」ボタンをクリックして、作成する「データ受渡ファイル」を指定します。

②「データ受渡ファイル」として作成するデータにチェックします。

③「作成」ボタンをクリックします。

① 

② 

③ 
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8-3-2.データ受渡ファイルから取込む

(1)データの取り扱い・設定画面で、「データ受渡ファイルからの取込」をクリックします。

(2)データ受渡ファイルからの取込画面が表示されます。

　データの取込み先は、選択中の「管理種別」「調査年度」となります。

①「参照」ボタンをクリックして、取込む「データ受渡ファイル」を指定します。

②「データ受渡ファイル」に含まれているデータのうち、取込むデータにチェックします。

③「取込」ボタンをクリックします。

① 

② 

③ 
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8-4.登録データをCSVファイルで出力する

　登録データは、各入力画面で確認できますが、ここでは、全ての入力データを
CSVファイルとして出力することができます。
ExcelなどでCSVファイルを開くことにより、登録データを確認することができます。

(1)データの取り扱い・設定画面で、「登録データ確認用CSV作成」をクリックします。

(2)登録データ確認用CSV作成画面が表示されます。

　出力するCSVファイルは、選択中の「管理種別」「調査年度」となります。

①「参照」ボタンをクリックして、CSVファイルの保存先フォルダを選択します。

②「作成」ボタンをクリックします。

① 

② 
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8-5.地域総合整備財団提供用ファイルを作成する

　地域総合整備財団提供用ファイルを作成します。

(1)データの取り扱い・設定画面で、「地域総合整備財団提供用ファイル作成」を
　 クリックします。

(2)地域総合整備財団提供用ファイル作成画面が表示されます。

　作成する「地域総合整備財団提供用ファイル」は、選択中の「管理種別」「調査年度」
となります。

①「参照」ボタンをクリックして、作成先フォルダを選択します。

②「地域総合整備財団提供用ファイル」として作成するデータにチェックします。

③「作成」ボタンをクリックします。

① 

② 

③ 
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(3)地域総合整備財団に送付します。

　指定したフォルダに　encファイルと「mail.html」を作成しています。
　「mail.html」を開くと、ご利用のパソコンで使用しているメールソフトが起動します。
　メールソフトにはメール送信先が自動で設定されていますので、encファイルを添付して
送信してください。
　メールソフトが起動しない場合は、任意のメールソフトを起動して、画面に表示している
メールアドレスに作成した encファイルを添付送信してください。

※encファイルのファイル名は、絶対に変更しないでください。
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8-6.バックアップと復元

　全ての「管理種別」「調査年度」のデータを、バックアップします。
また、いつでも、バックアップデータから復元（リストア）することができます。

8-6-1.バックアップ

(1)データの取り扱い・設定画面で、「バックアップ・リストア」をクリックします。

(2)バックアップ・リストア画面が表示されます。

　バックアップ対象は、全ての「管理種別」「調査年度」のデータとなります。

①「参照」ボタンをクリックして、バックアップの保存先フォルダを選択します。

②「実行」ボタンをクリックします。

① ② 
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8-6-2.復元（リストア）

(1)データの取り扱い・設定画面で、「バックアップ・リストア」をクリックします。

(2)バックアップ・リストア画面が表示されます。

復元対象は、全ての「管理種別」「調査年度」のデータとなります。

①「参照」ボタンをクリックして、復元したいバックアップの保存先フォルダを選択します。

②「実行」ボタンをクリックします。

① 
② 
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